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Ⅰ 実施計画の策定趣旨について  

 

（１） 策定趣旨 

上下水道事業を取り巻く環境が厳しい中で、健全かつ安定的な事業運営を継続するために、今後の

課題に向けた基本方針や取組みを示した「八千代市上下水道事業経営戦略（平成 28年 3月策定）」を

見直し、新たに計画期間を令和 2年度から令和 11年度の 10年間とする「第 2次八千代市水道事業経

営戦略」（以下「経営戦略」という。）を策定しました。 

経営戦略に掲げた基本方針に基づく事業や取組みを確実に実行し、進行管理を行っていくために、

年度ごとの取組み内容や活動指標などを示した将来の 5か年度の実施計画を策定することとしてお

り、本計画は令和 2年度～令和 6年度における実施計画です。 

 

（２） 進行管理 

 本計画における取組・施策の実施状況について、毎年度、検証・分析を行い、進行状況をホームペ

ージなどで公表していきます。 

 

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

第２次八千代市水道事業経営戦略 (R2～R11）

毎 年 度 進 捗 状 況 を 検 証・分析・公 表

毎年度、将来の５か年度分の実施計画を策定
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Ⅱ 水道事業  実施計画  

（１）基本方針と取組・施策体系 

 

基本方針  取組・施策名  

１水道事業の運営基盤の向上  

①水道施設の計画的・効率的な管理 

②定員管理の適正化 

③民間資金・ノウハウの活用の検討 

④広域化の検討 

⑤適正な資金管理 

⑥水道料金の見直し 

⑦水道事業の広報 

２安心・快適な給水の確保  

①水質管理体制の充実 

②貯水槽の衛生管理指導 

３災害対策の強化 

① 八千代市水道施設再構築基本計画の実施 

（浄・給水場の耐震化・老朽化対策等） 

②水道管路の耐震化・老朽化対策 

③漏水対策の推進 

④応急給水用資機材の整備 

⑤復旧体制の強化 

⑥井戸水の確保 
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（２）実施計画（取組内容） 

 

１ 水道事業の運営基盤の向上 
 

 

 

１-① 水道施設の計画的・効率的な管理 

取組の目的・内容 

永続的に安定的な給水を継続するために、施設の現状及び将来の更新需要などを的確に把握し、長期的

な視点から施設を管理していきます。 
 

【浄・給水場】 

・浄・給水場の統廃合を含めた更新計画として平成 30 年度に策定した「八千代市水道施設再構築基本計画」に基づき、 

更新を進めます。 

・機械設備の管理台帳システムを整備し、更新やデータの管理を行い、資産管理水準の向上を図ります。 

・「施設の点検・診断マニュアル」に基づく点検を実施し、老朽化などの状況を確認します。 

【管路】 

・管路の耐震化工事については、平成 30 年度に策定した「八千代市水道管路施設耐震化計画」に基づき、計画的に進

めます。 

・経費削減のため、管種及び施工方法について検討しています。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

長期的な視点からの

施設管理 

水道施設再構築

基本計画の推進 

水道施設再構築

基本計画の推進 

水道施設再構築

基本計画の推進 

水道施設再構築

基本計画の推進 

水道施設再構築

基本計画の推進 

浄・給水場の設備管

理台帳の整備・更新 

台帳システムの更

新・データ管理 

台帳システムの更

新・データ管理 

台帳システムの更

新・データ管理 

台帳システムの更

新・データ管理 

台帳システムの更

新・データ管理 

施設の点検・診断マニュア

ルに基づく点検の実施 
点検の実施 点検の実施 点検の実施 点検の実施 点検の実施 

管路の計画的な更新 
計画的な耐震化工

事の実施 

計画的な耐震化工

事の実施 

計画的な耐震化工

事の実施 

計画的な耐震化工

事の実施 

計画的な耐震化工

事の実施 

１-② 定員管理の適正化 

取組の目的・内容 

事業の推進に必要かつ適正な人員配置を図るため、民間委託の拡大などによる人員のスリム化の研究・検

討を行うとともに、職員課との調整により、今後の業務量に見合う定員管理計画を策定します。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

定員管理計画の策定 内容の検討 策定 推進 推進 推進 
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１-③ 民間資金・ノウハウの活用の検討 

取組の目的・内容 

民間委託などの手法の活用が可能である事務事業については、導入を検討し、事務の効率化や事業費の

縮減を図り、安定的なサービスを継続するため、先進事例などの調査・研究を行います。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

先進事例の調査・研究 調査・研究 調査・研究 調査・研究 調査・研究 調査・研究 

 

１-④ 広域化の検討 

取組の目的・内容 

経営基盤の強化や経営の効率化を図ることを目的に、国や県は水道事業の広域化の推進を行っており、県

において、令和 4年度までの策定を目標に、水道広域化推進プランの策定が進められている。 

本市が受水している用水供給事業者である北千葉広域水道企業団や近隣水道事業体との事業統合等によ

る広域化については、具体的な検討には至っていませんが、長期的な視点から他事業体が進める広域化事例

を注視し、調査・研究を行います。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

国・県の方針や先進

事例の調査・研究 
調査・研究 調査・研究 調査・研究 調査・研究 調査・研究 

 

１-⑤ 適正な資金管理 

取組の目的・内容 

年々増加する企業債残高を圧縮するために、適正な内部留保資金残高を確保したうえで、企業債の借入を

抑制する必要があります。 
 

・令和 2 年度から令和 6 年度においては、村上給水場施設改良工事や、八千代台浄水場施設改良工事、管路耐震化

事業に多額の事業費を要します。事業費の抑制に最大限取り組み、それでも資金が不足する場合は料金改定等によ

る財源の確保を行いながら、適正な内部留保資金を確保できるよう、企業債の借入を行います。 
 

・期中の資金管理については、上下水道局内の情報共有などにより、事業の執行状況を把握することで、資金管理を徹

底し、定期預貯金の預入などによる利息の獲得と、企業債の借入に係る償還年数及び金利方式を変更することによる

支払利息の低減を図ります。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

企業債の借入の抑制 充当率の上限設定 充当率の上限設定 充当率の上限設定 充当率の上限設定 充当率の上限設定 

 企業債充当率（上限） ６１％ ６２％ ４０％ ５７％ ５０％ 

期中における資金管

理の徹底 

・定期預金の利息の

獲得 
 

・企業債利息の低減 

・定期預金の利息の

獲得 
 

・企業債利息の低減 

・定期預金の利息の

獲得 
 

・企業債利息の低減 

・定期預金の利息の

獲得 
 

・企業債利息の低減 

・定期預金の利息の

獲得 
 

・企業債利息の低減 
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１-⑥ 水道料金の見直し 

取組の目的・内容 

令和元年 10 月に平均改定率 8.57％の料金の見直し（改定）を行いましたが、今後も、水道施設再構築や管

路の耐震化等を計画的に行っていくため、多額の事業費を要します。投資の合理化・効率化や経費の節減な

どを進めていきますが、それでもなお投資・財政計画において資金不足が生じる場合は、水道事業の根幹をな

す水道料金の改定を実施する必要があります。 
 

・料金の収入状況や財務状況の確認・分析により、改定の要否や改定内容について検討を行います。 
 
・改定を行う場合は、諮問機関である「上下水道事業運営審議会」からの提言や助言などを取り入れ、進めていきます。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

水需要・料金収入・財

務状況の確認・分析 
確認・分析 確認・分析 確認・分析 確認・分析 確認・分析 

水道料金の改定  改定の要否の検討 改定の要否の検討   

１-⑦ 水道事業の広報 

取組の目的・内容 

水道は市民にとって最も身近なライフラインの一つであるため、各種計画の策定・実施状況、料金に関するこ

となどの重要事項の周知を図るとともに、安心して水道水をご利用いただけるよう、水道水の安全性やおいしさ

について広報を行います。 
 

・「やちよ上下水道だより」により、写真やイラストなどを用い、内容が伝わりやすい広報を行います。 

・毎年 9 月に実施している八千代市総合防災訓練において、水道水と市販のペットボトル水の飲み比べを実施し、水道 

水のおいしさをＰＲします。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

やちよ上下水道だよ

りの発行 
発行 発行 発行 発行 発行 

 発行回数 年２回 年２回 年２回 年２回 年２回 

水の飲み比べの実施 実施 実施 実施 実施 実施 

 実施回数 年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 
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２ 安心・快適な給水の確保 
 

 

 

 

 

 

 

２-① 水質管理体制の充実 

取組の目的・内容 

水源から蛇口に至るまでの各段階において水質検査計画で定めた水質検査を行い、水道水の安全性を確

認し、おいしく飲める水道水を供給します。 
 

・水道法 20条で定められている定期水質検査を行い、必要があれば臨時の水質検査も行います。検査地点は水源、浄

水場着水井、浄・給水場の出口及び水道法に基づく検査地点である末端給水栓とし、検査結果を公表することにより、

水質検査の透明性を確保します。 
 

・平成 25 年度に策定した「八千代市水道事業水安全計画※」を運用し、毎年度評価を実施し、水源から蛇口までにおけ

るリスクの管理を進め、安全な水道水を供給します。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

水質検査計画に基づ

く水質検査 
実施・公表 実施・公表 実施・公表 実施・公表 実施・公表 

水安全計画の運用 評価・見直し 評価・見直し 評価・見直し 評価・見直し 評価・見直し 

※水安全計画… 食品業界で用いられる HACCP(Hazard Analysis and Critical Control Point)手法を水道に導入したもので、水源から給

水栓までに至るすべての段階での水道水の水質に悪影響を及ぼす可能性のあるあらゆる要因(危害)を分析し、管理

対応する方法を定める計画。厚生労働省の「新水道ビジョン」においても策定を推進している。 

２-② 貯水槽の衛生管理指導 

取組の目的・内容 

小規模貯水槽（10 ㎥以下）を設置している建物の設置者・管理者に対し、適正な維持管理を指導することに

より、清浄な飲料水の確保を図ります。 
 

・適正管理用のパンフレットの配布及び周知 

・適正管理への啓発・指導を行います。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

パンフレット配布 配布・周知 配布・周知 配布・周知 配布・周知 配布・周知 

啓発・指導 実施 実施 実施 実施 
実施 

（完了） 

 訪問件数 ５０件 ５０件 ５０件 ５０件 ２０件 
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３ 災害対策の強化 
 

 

 

 

 

３-① 八千代市水道施設再構築基本計画の実施（浄・給水場の耐震化・老朽化対策等） 

取組の目的・内容 

平成 30年 12月に策定した「八千代市水道施設再構築基本計画」に基づき、現在７施設ある浄・給水場につ

いて、3施設への統廃合を実施し、令和 21年度までに八千代台浄水場、高津浄水場、米本浄水場、勝田台浄

水場を廃止し、睦浄水場、萱田浄水場、（仮称）村上浄水場の 3施設による運用を行います。 

当面の間は、耐震性不足や老朽化が進んでいる浄・給水場があるため、統廃合を視野に入れた浄・給水場

の改良工事を進めるとともに、統廃合後に必要となる配水管・導水管等の布設・改良工事を進めます。 
 

・村上給水場施設改良工事を令和元年度から実施しています。配水池の更新及び耐震化や、機械・電気設備の更新を 

行います。 

・令和 4 年度から八千代台浄水場施設改良工事を実施します。場内連絡管の整備、機械・電気設備等を更新し、円形 

PC配水池の解体を行います。 

・令和 7 年度から高津浄水場施設改良工事を実施するため、令和 6 年度に実施設計を行います。 

・浄・給水場の統廃合に伴う配水管・導水管の布設・改良を行います。 

・萱田浄水場に北千葉広域水道企業団からの受水地点を設け、バックアップ体制を強化していきます。 

・北千葉広域水道企業団からの受水管を布設します。基本設計は上下水道局で行いますが、詳細設計からは北千葉広 

域水道企業団が行い、これに係る負担金を支払います。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

村上給水場施設改良

工事 

改良工事 

・配水池の耐震化 

・電気設備の更新 

改良工事 

・配水池の耐震化 

・電気設備の更新 

   

八千代台浄水場施設

改良工事 
実施設計  

改良工事 

・丸形 PC配水池

等の解体 

・機械・電気設備の

更新 

改良工事 

・丸形 PC配水池

等の解体 

・機械・電気設備の

更新 

改良工事 

・丸形 PC配水池

等の解体 

・機械・電気設備の

更新 

高津浄水場施設改良

工事 
    実施設計 

再構築計画に伴う配水

管・導水管の布設・改良 
 基本設計 実施設計 

実施設計 

工事の実施 

実施設計 

工事の実施 

北千葉広域水道企業

団からの受水管布設 
  基本設計 

実施設計 

（負担金の支払い） 

実施設計 

（負担金の支払い） 
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３-② 水道管路の耐震化・老朽化対策 

取組の目的・内容 

耐震化されていない水道管を地震に強い耐震管へ入れ替えることにより、地震などの災害時において、安定

的な給水を維持することができます。 
 

 
・非耐震管を耐震管へ入れ替える工事を進めます。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

非耐震管の入れ替え 更新工事 更新工事 更新工事 更新工事 更新工事 

 

既設管路の更新延長 7.4km 8.4km 7.8km 5.8km 5.2km 

管路の耐震化率 60.8％ 62.0％ 63.1％ 63.9％ 64.7％ 

３-③ 漏水対策の推進 

取組の目的・内容 

計画的に漏水調査を行い、早期に修繕することで無効水量（漏水などにより損失した水量）の軽減を図りま

す。また、早期に発見し修繕することにより、道路陥没などの２次災害を防止します。 
 

・給水区域を細分化して年度ごとに各ブロックの漏水調査を実施します。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

漏水調査の実施 調査の実施 調査の実施 調査の実施 調査の実施 調査の実施 

 調査区域 八千代台西・北 大和田新田 大和田・萱田町 

萱田・ゆりのき台・

緑が丘・高津東・吉

橋・島田台 

高津・緑が丘西 

 調査予定件数 6,500件 8,000件 5,500件 5,500件 6,200件 
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３-④ 応急給水用資機材の整備 

取組の目的・内容 

災害時の応急給水活動に備えるために、応急給水用資機材を計画的に備蓄・整備します。 
 

・令和元年度末時点で、給水タンクを 20 基、組立式給水タンクを 11 基保有しています。令和 2年度以降においても、 

必要に応じて購入を行っていきます。 

・非常用給水袋（6ℓ）を備蓄し、15,000 枚以上を常に確保します。 

・給水タンク車について、令和 2年度に 1 台購入し、計 2 台を保有します。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

給水タンクの整備 保有 保有 ６基購入 ６基購入 ４基購入 

 保有数 

・給水タンク 

(２㎥)  １７基 

（１㎥）  ３基 

・組立式給水タンク 

(１㎥)  １１基 

・給水タンク 

(２㎥)  １７基 

（１㎥）  ３基 

・組立式給水タンク 

(１㎥)  １１基 

・給水タンク 

(２㎥)  １７基 

（１㎥）  ３基 

・組立式給水タンク 

(１㎥)  １７基 

・給水タンク 

(２㎥)  １７基 

（１㎥）  ３基 

・組立式給水タンク 

(１㎥)  ２３基 

・給水タンク 

(２㎥)  １７基 

（１㎥）  ３基 

・組立式給水タンク 

(１㎥)  ２７基 

非常用給水袋の保管・

補充 
備蓄・補充 備蓄・補充 備蓄・補充 備蓄・補充 備蓄・補充 

 給水袋保管数 21,000 枚 21,000 枚 21,000 枚 21,000 枚 21,000 枚 

給水タンク車の整備 １台購入 保有 保有 保有 保有 

 給水タンク車の保有数 ２台 ２台 ２台 ２台 ２台 
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３-⑤ 復旧体制の強化 

取組の目的・内容 

災害時の応急給水活動や水道施設が被災した場合の復旧作業を迅速に行うためには、緊急事態を想定し

た訓練などを継続的に行うことが重要です。 
 

・大地震などによる被災を想定した応急給水訓練や復旧訓練を継続的に行います。 

・他の水道事業体や水道工事事業者と共同での訓練実施などにより、連携の強化を図ります。 

・災害マニュアルなどを適宜見直し、修正を行っていきます。 

・災害時に送水管が破損した場合への対策として、仕切弁を設置し、給水能力の向上を図ります。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

災害時を想定とした

訓練の実施 

・上下水道局防災訓

練の実施 
 

・八千代市災害対応

訓練の実施 

・上下水道局防災訓

練の実施 
 

・八千代市災害対応

訓練の実施 

・上下水道局防災訓

練の実施 
 

・八千代市災害対応

訓練の実施 

・上下水道局防災訓

練の実施 
 

・八千代市災害対応

訓練の実施 

・上下水道局防災訓

練の実施 
 

・八千代市災害対応

訓練の実施 

関係機関・事業者と

の連携強化 

・災害応援協定の確

認・見直し 
 

・共同での訓練の実施 

・災害応援協定の確

認・見直し 
 

・共同での訓練の実施 

・災害応援協定の確

認・見直し 
 

・共同での訓練の実施 

・災害応援協定の確

認・見直し 
 

・共同での訓練の実施 

・災害応援協定の確

認・見直し 
 

・共同での訓練の実施 

災害マニュアルの見

直し・修正 
見直し・修正 見直し・修正 見直し・修正 見直し・修正 見直し・修正 

仕切弁の設置  仕切弁の設置 仕切弁の設置 仕切弁の設置 仕切弁の設置 

 設置数  １基 １基 １基 １基 

３-⑥ 井戸水の確保 

取組の目的・内容 

災害時などにおいても安全で安心できる水道水を供給するために、自己水源である井戸水の保全を図りま

す。 
 

・定期的な井戸施設の点検・整備を実施します。 

・地下水源の水質環境に留意し、取水井戸周辺の汚染源物質の監視と清掃作業を行います。 

年度別実施計画 

取組項目 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

井戸施設の点検・管理 

・日常点検 

・不具合箇所の修繕 

・水質検査の実施 

・日常点検 

・不具合箇所の修繕 

・水質検査の実施 

・日常点検 

・不具合箇所の修繕 

・水質検査の実施 

・日常点検 

・不具合箇所の修繕 

・水質検査の実施 

・日常点検 

・不具合箇所の修繕 

・水質検査の実施 
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（３）業務量の見通し 

年 度  

項 目 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

行政区域内人口（Ａ） 200,054人 202,493人 203,183人 203,864人 204,284人 

給水人口（Ｂ） 198,721人 201,183人 201,900人 202,596人 203,045人 

普及率（Ｂ／Ａ） 99.3% 99.4% 99.4% 99.4% 99.4% 

年間総有収水量 18,358,853㎥ 18,372,082㎥ 18,473,066㎥ 18,502,946㎥ 18,521,572㎥ 

 

（４）財政収支の見通し（投資・財政計画） 

①収益的収支                           （単位：千円 消費税抜き） 

年 度  

項 目 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

収 入（Ａ） 4,127,954 4,198,721 4,133,387 4,152,251 4,438,718 

 うち水道料金 3,227,868 3,260,578 3,290,991 3,310,295 3,594,405 

支 出（Ｂ） 3,533,236 3,717,048 3,732,833 3,882,893 4,007,924 

純利益／損失（Ａ－Ｂ） 594,718 481,673 400,554 269,358 430,794 

※令和６年度は水道料金の改定（８％の値上げ）を実施した場合の数値 

②資本的収支                                                      （単位：千円 消費税込み） 

年 度  

項 目 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

収 入（Ａ） 1,712,996 2,753,351 691,322 959,705 959,333 

 うち企業債 1,514,800 2,637,800 574,500 889,700 891,600 

支 出（Ｂ） 3,859,919 5,266,554 2,429,831 2,661,209 2,741,171 

 うち建設改良費 3,146,645 4,512,006 1,672,454 1,901,066 2,008,845 

資本的収支不足額（Ａ－Ｂ） △2,146,923 △2,513,203 △1,738,509 △1,701,504 △1,781,838 

③企業債残高                                 （単位：千円） 

年 度  

項 目 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

年度末企業債残高 14,811,255 16,694,507 16,511,630 16,641,187 16,800,461 

④資金残高                                  （単位：千円） 

年 度  

項 目 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

年度末保有資金残高 2,011,046 1,492,722 1,466,674 1,401,264 1,496,934 
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